






鹿児島県の周産期死亡率は年々改善されてきてはいるが,依然として高値を示している。最

近の新生児死亡率は下降傾向を示しつつあるものの,後期周産期死亡率は相変らず高く我

が県の周産期死亡率の改善のためには,とりわけ胎児死亡の減少に地域ぐるみで努力を重

ねなければならないと思われる。そのためには啓蒙の意味も含めて地域の第一線の施設に

おける胎児管理の関心を深めなければならない。その一環として我々は過去数年間にわた

り電話伝送による胎児心拍モニタリングを県内のいくつかの施設との間に実施し若干の知

見を得たので報告する。 


